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6月定例会報告

　
令
和
３
年
６
月
定
例
会
を
６
月
10
日
か
ら
６
月
24
日
ま
で
の
会
期
で
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
６
月
補
正
予
算
５
件
、
承
認
９
件
、
条
例
そ
の
他
８
件
、
報
告
15
件
が

上
程
さ
れ
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。
陳
情
１
件
に
つ
い
て
、

賛
成
多
数
で
採
択
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
し
、

議
員
発
議
１
件
が
提
出
さ
れ
、
意
見
書
を
国
に
提
出
し
ま
し
た
。

令和３年度6月 補正予算可決令和３年度6月 補正予算可決
（補正後予算総額281億800万円）（補正後予算総額281億800万円）

●●公共施設解体撤去事業公共施設解体撤去事業
　元大東総合センター撤去　元大東総合センター撤去

●●新型コロナウイルスワクチン接種体制新型コロナウイルスワクチン接種体制
　確保事業　確保事業

1億1,0201億1,020万円万円

7,3517,351万円万円
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令和３年度6月 補正予算可決令和３年度6月 補正予算可決
一般会計一般会計 ５５億億9,5009,500万円万円

●●人工透析医療通院送迎支援補助金人工透析医療通院送迎支援補助金

216216万円万円
●●小学校・中学校教育振興総務管理事業小学校・中学校教育振興総務管理事業
　　運動・文化芸術活動関連備品の購入費（遊具など）運動・文化芸術活動関連備品の購入費（遊具など）

11,,450450万円万円

●●園芸振興補助金園芸振興補助金
　小規模ハウス新設補助　小規模ハウス新設補助

303303万円万円

農業の振興や担い手などについての新規事業農業の振興や担い手などについての新規事業
◦山村活性化支援交付金	 1,000万円
◦近隣の担い手による営農支援交付金	 50万円
◦多様な担い手確保・育成支援事業費補助金	 333万円
◦産地創生事業費補助金	 50万円
◦農地集積促進補助金	 150万円
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（単位：千円）

事業名 内　　　　　容 補正額 補正後総額 備考

公共施設解体撤去事業 元大東総合センター解体撤去 110,200 121,000 拡充

宅地購入補助金 定住人口の増加等を図るため、子育て世帯の宅
地購入を支援する 15,000 20,000 拡充

鉄道対策事業
JR 木次線に関する各種補助事業や利用者を増や
すためのPR活動を行い存続に向けた要望活動を
行う

993 993 新規

児童福祉施設等人材確保
支援事業

放課後児童クラブ等の人材確保のため、人材を
派遣する島根県事業への負担金 2,128 2,128 新規

子育て世帯生活支援特別
給付金給付事業

子育て世帯生活支援特別給付金（低所得のひと
り親世帯以外分について）を給付する 42,500 60,700 拡充

多様な担い手確保・育成
支援事業費補助金

担い手不在集落解消のための必要な機械施設整
備を支援する 3,333 3,333 新規

企業立地促進対策事業 ソフト産業事業者に対する家賃、通信回線利用
料金の補助 4,800 45,830 拡充

道の駅掛合の里管理事業 同施設の展示販売場・サービス場の管理運営委
託費 4,505 9,417 拡充　

新型コロナウイルスワク
チン接種体制確保事業

新型コロナウイルスワクチン接種に必要な体制
確保の構築に関する経費 73,509 73,509 新規

小学校教育振興総務管理
事業

小学校におけるスポーツと文化振興のために資
する備品等を購入する 7,500 106,826 拡充

中学校教育振興総務管理
事業

中学校におけるスポーツと文化振興のため、部
活動で使用する備品購入等 7,000 53,379 拡充

コウノトリ保護事業 コウノトリの保護啓発費、警備業務、行動観察
業務委託料 831 2,996 拡充

主な補正予算（一般会計）

議　案　名
採
決
結
果

多
賀
　
法
華

安
田
　
栄
太

児
玉
　
幸
久

上
代
　
純
子

鶴
原
　
能
也

梶
谷
　
佳
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宇
都
宮
　
晃
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代
　
和
美

足
立
　
昭
二

中
林
　
　
孝

松
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孝
之

中
村
　
辰
眞

原
　
　
祐
二

白
築
　
俊
幸

周
藤
　
正
志

細
田
　
　
実

藤
原
　
信
宏

矢
壁
　
正
弘

雲南市上下水道料金等審議会条例の制定について 可決 ● 〇 ● 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇

雲南市情報公開条例に基づき雲南市建設工事入札参加者選定要綱
の手続きに関する調査を求める陳情 採択 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 ● 〇 〇 〇
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採 決 結 果	（議案及び請願・陳情で賛否の分かれたもの）

議長は採決に加わりません 「〇」・・賛成　　「●」・・反対　
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雲南市上下水道料金等審議会条例の制定について 可決 ● 〇 ● 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇

雲南市情報公開条例に基づき雲南市建設工事入札参加者選定要綱
の手続きに関する調査を求める陳情 採択 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 ● 〇 〇 〇

議案　請願・陳情　審議結果議案　請願・陳情　審議結果

承　　　認 採決結果 採決状況
令和２年度雲南市一般会計補正予算（第
12号）の専決処分の承認 
・補正額　　　 　△733,700千円
　補正後の額　 36,834,300千円

承認 全会一致

令和２年度雲南市国民健康保険事業特別会
計補正予算（第５号）の専決処分の承認 
・補正額　 　　　△16,660千円
　補正後の額　 4,288,265千円

承認 全会一致

令和２年度雲南市後期高齢者医療事業特別
会計補正予算（第３号）の専決処分の承認 
・補正額　　　　△10,000千円
　補正後の額　 1,182,404千円

承認 全会一致

令和２年度雲南市農業労働災害共済事業特
別会計補正予算（第１号）の専決処分の承
認 
・補正額　　　　△10千円
　補正後の額　 4,290千円

承認 全会一致

令和２年度雲南市生活排水処理事業特別会
計補正予算（第５号）の専決処分の承認 
・補正額　 0千円（歳入組替え）

承認 全会一致

令和３年度雲南市一般会計補正予算（第１
号）の専決処分の承認 
・補正額　　　　　143,000千円
　補正後の額　 27,513,000千円

承認 全会一致

令和３年度雲南市国民健康保険事業特別会
計補正予算（第１号）の専決処分の承認 
・補正額　　　　　1,300千円
　補正後の額　 4,272,800千円

承認 全会一致

雲南市国民健康保険条例の一部を改正する
条例制定の専決処分の承認
・新型コロナウイルス感染症の影響により
収入が減少した被保険者に係る保険料の減
免申請における提出期限の延長のため、雲
南市国民健康保険条例の一部を改正する条
例を３月31日に専決処分したので議会に
報告し承認を求めるもの。

承認 全会一致

雲南市税条例等の一部を改正する条例制定
の専決処分の承認
・地方税法等の一部を改正する法律、地方
税法施行令等の一部を改正する政令等が令
和3年3月31日にそれぞれ公布されたこと
に伴い、雲南市税条例等の一部を改正する
条例を3月31日に専決処分したので、議会
に報告し、承認を求めるもの。

承認 全会一致

条　　　　例 採決結果 採決状況
新型コロナウイルス感染症により生じた事
態に対処するための雲南市職員の特殊勤務
手当の特例に関する条例の制定 
・人事院規則の一部改正により、防疫等作
業手当の支給対象に新型コロナウイルス感
染症に対処するための防疫等作業手当の特
例が設けられ、現行の雲南市職員の特殊勤
務手当に関する条例に関わらず、新たに特
例条例を制定するもの。

可決 全会一致

雲南市子ども医療費助成条例の一部を改正
する条例について
・健康保険法等の改正により、被保険者資
格の電子資格確認（マイナンバーカードの
保険証利用）が導入されたことに伴い、保
険証機能を登録したマイナンバーカードを
提示することで、保険証に代わり、オンラ
インで保険資格の確認ができることになり
ます。雲南市子ども医療費受給対象者の方
が医療機関で受診する際には、窓口におい
て受給資格証および保険証を医療機関等へ
提示いただくことになっていますが、マイ
ナンバーカードの提示でも資格確認が可能
になることに伴い、条例を改正するもの
で、議会の議決を求めるもの。

可決 全会一致

雲南市地域経済牽引事業の促進による地域
の成長発展の基盤強化に関する法律に基づ
く固定資産税の課税免除に関する条例の一
部を改正する条例について
・地域経済牽引事業の促進による地域の成
長発展の基盤強化に関する法律（平成19
年法律第40号）が改正され、改正された
省令名称に合わせ、条例の改正が必要とな
るため、条例を改正するもの。

可決 全会一致

雲南市上下水道料金等審議会条例の制定に
ついて 
・水道料金及び下水道使用料等について市
長の諮問に応じ審議するための審議会を、
雲南市水道事業に関する審議会条例及び雲
南市下水道事業に関する審議会条例を廃止
し、新たに設置するため条例を制定するも
ので、議会の議決を求めるもの。

可決 賛成多数

請願・陳情 採決結果 採決状況
雲南市情報公開条例に基づき雲南市建設工
事入札参加者選定要綱の手続きに関する調
査を求める陳情（陳情者　吾郷廣幸）

採択 賛成多数
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一般事件 採決結果 採決状況
工事請負契約の締結について 
・加茂交流センター建設工事（建築主体）
の請負契約を締結したいので、議会の議決
を求めるもの。 
　契約金額　341,000千円

可決 全会一致

財産の取得について 
・小型動力ポンプ付軽積載車の購入契約を
締結したいので、議会の議決を求めるもの。 
　数量５台　契約金額　31,900 千円　

可決 全会一致

財産の取得について 
・国のＧＩＧＡスクール構想に基づく全児
童生徒及び教師用のタブレット端末の購入
契約を締結したいので、議会の議決を求め
るもの。 
　数量　　　　　3,000台
　契約金額　174,130千円

可決 全会一致

財産の無償譲渡について 
・公共施設等総合管理計画に基づき、入間
集会センターを無償譲渡したいので、議会
の議決を求めるもの。

可決 全会一致

令和３年度雲南市一般会計補正予算（第２
号） 
・補正額　　　　　595,000千円　
　補正後の額　 28,108,000千円

可決 全会一致

令和３年度雲南市国民健康保険事業特別会
計補正予算（第２号） 
・補正額　　　　　　7,013千円
　補正後の額　 4,279,813千円

可決 全会一致

令和３年度雲南市生活排水処理事業特別会
計補正予算（第１号） 
・補正額  　　　　　3,988千円　
　補正後の額　 1,325,988千円

可決 全会一致

令和３年度雲南市水道事業会計補正予算
（第１号） 
【収益的収支】 
・水道事業費用 
　補正額      　　△10,465千円
　補正後の額　 1,319,371千円 
【資本的収支】 
・資本的収入 
　補正額        　　1,800千円
　補正後の額　   249,972千円 
・資本的支出 
　補正額         　　4,685千円
　補正後の額　   776,341千円

可決 全会一致

令和３年度雲南市下水道事業会計補正予算
（第１号） 
【収益的収支】 
・下水道事業費用 
　補正額      　　　   393千円
　補正後の額　   884,211千円 
【資本的収支】 
・資本的支出 
　補正額        　　　　16千円
　補正後の額　   741,218千円

可決 全会一致

報　　　　告
議会の委任による専決処分の報告 
・法律上市の義務に属する損害賠償の額を定めること及びその
和解に関して、議会に報告するもの。 
　和解及び損害賠償の額　146,300円
議会の委任による専決処分の報告 
・法律上市の義務に属する損害賠償の額を定めること及びその
和解に関して議会に報告するもの。 
　和解及び損害賠償の額　59,400円
議会の委任による専決処分の報告 
・法律上市の義務に属する損害賠償の額を定めること及びその
和解に関して議会に報告するもの。 
　和解及び損害賠償の額　606,000円
議会の委任による専決処分の報告 
・法律上市の義務に属する損害賠償の額を定めること及びその
和解に関して議会に報告するもの。 
　和解及び損害賠償の額　26,100円
議会の委任による専決処分の報告	
・法律上市の義務に属する損害賠償の額を定めること及びその
和解に関して議会に報告するもの。 
　和解及び損害賠償の額　517,550円
議会の委任による専決処分の報告	
・法律上市の義務に属する損害賠償の額を定めること及びその
和解に関して議会に報告するもの。 
　和解及び損害賠償の額　140,689円
議会の委任による専決処分の報告 
・法律上市の義務に属する損害賠償の額を定めること及びその
和解に関して議会に報告するもの。 
　和解及び損害賠償の額　6,564円
議会の委任による専決処分の報告 
・法律上市の義務に属する損害賠償の額を定めること及びその
和解に関して議会に報告するもの。 
　和解及び損害賠償の額　318,900円
議会の委任による専決処分の報告 
・法律上市の義務に属する損害賠償の額を定めること及びその
和解に関して議会に報告するもの。 
　和解及び損害賠償の額　125,466円
議会の委任による専決処分の報告 
・法律上市の義務に属する損害賠償の額を定めること及びその
和解に関して議会に報告するもの。 
　和解及び損害賠償の額　236,797円
住宅使用料に関する権利（債権）の放棄 
・雲南市私債権の管理に関する条例に基づき、住宅使用料に関
する権利（債権）を放棄したので議会に報告するもの。 
　債権者数　11人　月数　118月　　金額　2,080,400円
水道料金に関する権利（債権）の放棄
・雲南市私債権の管理に関する条例に基づき、水道料金に関す
る権利（債権）を放棄したので議会に報告するもの。 
　債権者数　16人　月数　76月　　金額　303,364円
病院医療費に関する権利（債権）の放棄	
・雲南市私債権の管理に関する条例に基づき、病院医療費に関
する権利（債権）を放棄したので議会に報告するもの。 
　債権者数　9人　月数　16月　　金額　176,601円
令和２年度雲南市一般会計繰越明許費繰越計算書 
・地方自治法施行令の規定により繰越計算書を調製し、議会に
報告するもの。 
　合計金額　2,729,291千円
令和２年度雲南市水道事業会計予算の繰越 
・事業の実施状況により予算繰越したものを地方公営企業法の
規定により、議会に報告するもの。 
　合計金額　31,727千円
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委員会報告

市長自ら率先した木次線利用 PR 活動

総
務
常
任
委
員
会
報
告

教
育
民
生
常
任
委
員
会
報
告

委
員
長
　
白
築
俊
幸

委
員
長
　
中
村
辰
眞

（
議
案
の
審
査
）

　

本
委
員
会
に
付
託
及
び
委

託
さ
れ
た
５
件
の
議
案
に
つ

い
て
審
査
し
、
全
て
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

（
条
例
等
の
審
査
状
況
）

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
り
生
じ
た
事
態
に

対
処
す
る
た
め
雲
南
市
職
員

の
特
殊
勤
務
手
当
の
特
例
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
　

こ
の
条
例
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
処

す
る
職
員
に
対
す
る
防
疫
等

作
業
手
当
を
新
設
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
、
具
体
的
に
は

規
則
に
お
い
て
、
従
事
す
る

区
域
、
作
業
内
容
を
定
め
る

と
共
に
、
手
当
の
額
は
日
額

３
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
対
象
職
員

は
ど
う
い
う
職
種
か
と
の
問

い
に
、
保
健
師
６
名
を
想
定

し
て
い
る
。
ま
た
、
ど
う
い

う
事
態
を
想
定
し
て
い
る
の

か
と
の
問
い
に
、
基
本
的
に

は
県
か
ら
の
要
請
に
よ
り
対

応
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の

可
能
性
は
低
い
と
の
答
弁
で

し
た
。

（
主
な
予
算
の
審
査
状
況
）　　
　
　
　
　

・
令
和
３
年
度
雲
南
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
） 

に
つ
い
て

　

公
共
施
設
解
体
撤
去
事
業

１
億
１
，
０
２
０
万
円
は
、

旧
大
東
総
合
セ
ン
タ
ー
の
解

体
撤
去
費
で
す
。

　

そ
の
跡
地
は
ど
う
す
る
の

か
と
の
問
い
に
、
検
討
中
で

は
あ
る
が
、
市
民
バ
ス
の
駐

車
場
を
考
え
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
ま
た
、
こ
う
し

た
公
共
施
設
解
体
撤
去
事
業

の
優
先
順
位
と
し
て
、
例
え

ば
旧
市
役
所
本
庁
舎
は
５
年

前
に
移
転
し
て
い
る
が
、
今

年
度
大
東
が
先
に
な
っ
た
理

由
は
何
か
と
の
問
い
に
、
旧

市
役
所
庁
舎
周
辺
に
つ
い
て

は
、
跡
地
利
用
検
討
委
員
会

で
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
学

校
や
体
育
施
設
が
周
辺
に
あ

り
、
そ
の
統
廃
合
計
画
が
定

ま
っ
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た

住
民
要
望
に
対
す
る
方
針
も

出
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
大

東
を
優
先
し
た
と
の
答
弁
で

し
た
。

（
議
案
の
審
議
）

　

本
委
員
会
に
付
託
及
び
委

託
さ
れ
た
４
件
の
議
案
に
つ

い
て
審
査
し
、
全
て
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

（
条
例
等
の
審
査
状
況
）

・
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

本
議
案
は
、
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
基
づ
く

全
児
童
生
徒
及
び
、
教
師
用

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
購 

入
契
約
を
締
結
し
た
も
の
で
、

地
方
自
治
法
に
基
づ
い
て
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で

す
。 

　

質
疑
で
は
、
入
札
参
加
者

は
市
内
に
本
社
が
あ
る
２
社

の
み
で
あ
っ
た
が
、
入
札
要

件
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
と
の

問
い
に
、
雲
南
市
に
登
録
が

あ
る
島
根
県
東
部
の
業
者
を

対
象
と
し
て
い
た
が
、
市
内

２
業
者
の
参
加
で
あ
っ
た
と

の
答
弁
で
し
た
。

　

落
札
業
者
は
、
納
入
後
の

維
持
管
理
も
行
う
の
か
と
の

問
い
に
、
基
本
的
に
補
修
に

関
し
て
は
全
く
考
え
て
い
な

い
。
故
障
等
勘
案
し
て
児
童

生
徒
数
に
若
干
上
乗
せ
し
て

購
入
し
て
い
る
と
の
答
弁
で

し
た
。 

（
主
な
予
算
の
審
査
状
況
）

・
令
和
３
年
度
雲
南
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

に
つ
い
て

　

掛
合
高
齢
者
生
活
福
祉

セ
ン
タ
ー
管
理
事
業 

１
，

０
１
２
万
円
は
、
平
成
31
年

１
月
に
給
湯
管
設
備
の
老
朽

化
に
よ
り
直
火
型
瞬
間
式
給

湯
設
備
に
更
新
し
た
。
そ
の

後
、
高
台
世
帯
の
水
圧
に
影 タブレットを活用した学習風景

　

鉄
道
対
策
事
業
99
万
円
は
、

Ｊ
Ｒ
木
次
線
の
利
用
促
進
に

係
る
各
種
補
助
事
業
や
利
用

者
を
増
や
す
た
め
の
Ｐ
Ｒ
活

動
を
行
う
た
め
の
も
の
で
す
。

　

奥
出
雲
町
で
は
横
田
高
校

に
通
学
す
る
生
徒
に
対
し
、

定
期
券
の
補
助
を
行
っ
て
い

る
が
、
本
市
で
は
松
江
や
出

雲
に
通
学
す
る
生
徒
も
多
い

の
で
、
こ
れ
ら
に
対
し
、
定

期
券
の
全
額
補
助
を
考
え
な

い
と
い
け
な
い
の
で
は
と
の

問
い
に
、
内
部
で
は
検
討
し

て
い
る
と
の
答
弁
で
し
た
。
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響
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
判

明
し
そ
の
対
策
と
し
て
、
受

水
槽
や
加
圧
ポ
ン
プ
等
を
設

置
す
る
た
め
の
工
事
費
で

す
。 

　

事
案
発
生
か
ら
２
年
間
も

か
か
っ
て
い
る
が
な
ぜ
か
。

ま
た
、
工
事
発
注
時
に
予
見

で
き
な
か
っ
た
の
か
と
の
問

い
に
、
水
圧
低
下
は
起
こ
っ

て
い
た
が
、
確
認
に
行
く
と

水
圧
が
回
復
し
て
い
て
異
常

を
確
認
で
き
ず
、
調
査
に
時

間
を
要
し
た
。
ま
た
、
設
備

更
新
時
の
給
水
装
置
申
請
に

つ
い
て
、
請
負
者
が
失
念
し

て
い
て
、
水
道
局
の
指
導
を

受
け
て
い
な
か
っ
た
と
の
答

弁
で
し
た
。 

　

教
育
施
設
等
解
体
撤
去

事
業 

１
，
５
８
４
万
円
は
、

令
和
元
年
８
月
に
中
央
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
廃
止
と

な
っ
た
旧
掛
合
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
解
体
撤
去
を
行
う

も
の
で
す
。

　

中
央
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

が
開
始
さ
れ
て
か
ら
す
で
に

１
年
半
も
経
過
し
て
い
る
が
、

も
っ
と
早
く
方
針
を
出
す
べ

き
で
は
な
か
っ
た
か
と
の
問

い
に
、
令
和
２
年
度
に
普
通

財
産
検
討
委
員
会
を
開
催
し

て
、
そ
の
中
で
処
分
方
法
を

最
終
決
定
し
た
と
の
答
弁
で

し
た
。
中
央
学
校
給
食
セ
ン

（
議
案
の
審
査
）

　

委
員
会
に
付
託
及
び
委
託

さ
れ
た
５
件
の
議
案
に
つ
い

て
審
査
し
、
全
て
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

（
条
例
等
の
審
査
状
況
）

・
雲
南
市
上
下
水
道
料
金
等

審
議
会
条
例
の
制
定
に
つ
い

て　
　

水
道
・
下
水
道
審
議
会
を

廃
止
し
、
新
た
に
両
事
業
を

合
わ
せ
た
審
議
会
を
設
立
す

る
条
例
で
す
。

　

両
審
議
会
委
員
は
そ
れ
ぞ

れ
14
名
で
あ
る
。
10
名
へ
の

減
員
で
あ
る
が
内
訳
は
と
の

問
い
に
、
識
見
者
２
名
、
受

益
者
代
表
２
名
、
各
町
１
名

ず
つ
の
地
域
自
主
組
織
代
表

者
で
あ
る
と
の
答
弁
で
し

タ
ー
稼
働
に
伴
う
、
旧
木
次

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
及
び
旧

三
刀
屋
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
活
用
に
つ
い
て
、
早
急
な

対
応
を
求
め
ま
し
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会
委
員
長
　
松
林
孝
之

た
。
イ
ン
フ
ラ
の
統
廃
合
や

環
境
問
題
等
、
重
要
事
項
が

あ
る
が
審
議
会
名
に
料
金
等

と
明
記
す
る
と
審
議
内
容
が

狭
く
な
る
の
で
は
と
の
問
い

に
、
審
議
会
は
料
金
に
関
す

る
内
容
が
主
で
、
常
設
で
は

な
く
料
金
改
定
時
に
設
置
す

る
。
将
来
構
想
や
計
画
、
料

金
算
定
根
拠
を
示
し
審
議
し

て
も
ら
い
、
重
要
事
項
は
議

会
で
審
議
し
て
も
ら
う
と
の

答
弁
で
し
た
。

（
主
な
予
算
の
審
査
状
況
）

・
令
和
3
年
度
雲
南
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

に
つ
い
て

　

道
の
駅
掛
合
の
里
管
理
事

業
４
５
０
万
円
は
、
本
年
度

指
定
管
理
者
の
応
募
が
な
く
、

委
託
で
の
運
営
が
必
要
に

な
っ
た
た
め
に
委
託
費
を
計

上
す
る
も
の
で
す
。

　

当
初
予
算
と
の
整
合
性

は
と
の
問
い
に
、
当
初
の

４
９
１
万
円
は
施
設
全
体
の

管
理
費
で
、
今
回
の
補
正
は

月
額
50
万
円
の
７
月
か
ら
来

年
３
月
ま
で
９
カ
月
分
の
委

託
料
で
あ
る
と
の
答
弁
で
し

た
。

　

利
用
者
減
少
の
中
で
経
営

は
成
り
立
つ
の
か
と
の
問
い

に
、
平
成
25
年
以
前
は
年
間

10
万
人
超
で
あ
っ
た
が
、
令

和
２
年
に
は
４
万
８
千
人
余

と
な
り
、
現
状
の
経
営
方
法

で
の
運
営
は
困
難
と
の
答
弁

で
し
た
。
地
元
と
も
協
議
を

重
ね
ら
れ
た
い
と
の
意
見

に
、
掛
合
総
合
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
検
討
会
議
を
立
ち
上

げ
、
地
元
の
意
見
を
聞
く
と

共
に
、
専
門
家
に
も
意
見
を

求
め
、
活
性
化
策
を
模
索
す

る
と
の
答
弁
で
し
た
。

　

山
村
活
性
化
支
援
交
付
金

1
千
万
円
は
、
ブ
ラ
ン
ド

米
・
産
直
野
菜
・
木
製
品
の

販
売
促
進
及
び
新
商
品
開
発

に
取
り
組
み
、
農
家
林
家
の

所
得
向
上
を
図
る
補
助
金
で

す
。

　

協
議
会
に
は
市
も
参
加
す

る
が
体
制
や
取
り
組
み
内
容

は
と
の
問
い
に
、
参
画
団
体

は
Ｊ
Ａ
・
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー

う
ん
な
ん
・
市
の
３
者
で
市

は
事
務
局
。
ブ
ラ
ン
ド
米
も

産
直
も
伸
び
悩
む
中
、
具
体

策
は
と
の
問
い
に
、
第
３
者

の
助
言
も
取
り
込
み
、
連
携

し
活
性
化
に
資
す
る
と
の
答

弁
で
し
た
。

委員会報告

活性化策を模索する「道の駅 掛合の里」
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信
頼
さ
れ
る
教
師
の
条

件
は
、
人
間
的
な
温
か
さ
と

厳
し
さ
を
併
せ
持
つ
こ
と
だ
。

優
し
く
丁
寧
に
接
す
る
の
も

良
い
が
、
い
ず
れ
子
ど
も
た

ち
に
は
厳
し
い
社
会
が
待
っ

て
い
る
。
社
会
の
変
化
が
激

し
さ
を
増
し
、
複
雑
で
予
測

困
難
と
な
る
中
、
児
童
生
徒

が
未
来
を
生
き
抜
く
に
は
、

学
校
教
育
で
困
難
を
乗
り
越

え
る
力
を
身
に
付
け
る
こ
と

が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て

き
た
。「
社
会
の
厳
し
さ
を

厳
し
く
教
え
る
教
育
」
は
、

問

　
　

市
職
員
に
は
、
危
機
管

理
へ
の
対
応
、
地
域
の
担
い

手
と
し
、
市
内
で
の
居
住
を

望
む
。
職
員
採
用
に
お
け
る

居
住
地
要
件
、
管
理
職
の
居

住
地
の
考
え
方
は
。

　
　

今
後
の
新
規
採
用
職
員

は
、
市
内
居
住
を
求
め
て
い

く
。
管
理
職
の
約
17
％
が
市

外
居
住
。
緊
急
時
に
は
、
即

時
に
対
応
で
き
る
工
夫
が
必

要
で
あ
る
。

　
　

市
外
在
住
の
職
員
割
合

の
増
加
に
よ
る
、
市
財
政
、

危
機
管
理
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

へ
の
影
響
・
リ
ス
ク
は
。

　
　

約
17
％
が
市
外
居
住
、

約
２
千
万
円
の
影
響
が
あ
る
。

居
住
地
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
は
少
な
い
。

　
　

本
市
の
税
金
・
使
用
料

等
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
サ
ー

ビ
ス（
決
済
）の
導
入
時
期
は
。

問答問答問

藤原 信宏

原 　祐二

厳
し
さ
を
厳
し
く

教
え
る
教
育
を

市
職
員
の
居
住
地

考
え
方
は

基
本
的
に
本
人
提
出
の
原
稿
を
そ
の
ま
ま
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

質
問
項
目
す
べ
て
を
載
せ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
が
見
ら
れ
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

　
　

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
対

応
す
る
た
め
に
、
子
ど
も
た

ち
に
は
、
自
ら
学
び
、
考
え
、

判
断
し
て
行
動
し
、
よ
り
良

い
社
会
や
人
生
を
切
り
拓
く

力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
学

校
で
は
、
規
範
意
識
の
修
得

や
人
を
傷
つ
け
る
行
為
な
ど

に
対
し
て
は
、
発
達
段
階
や

個
人
に
応
じ
た
厳
し
い
指
導

も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
　

厳
し
い
指
導
に
は
信
頼

関
係
が
欠
か
せ
な
い
。
子
ど

も
に
信
頼
さ
れ
、
温
か
さ
の

中
に
厳
し
さ
が
あ
る
優
れ
た

指
導
力
と
使
命
感
を
持
つ
教

師
を
育
成
す
る
取
り
組
み
は
。

　
　

様
々
な
研
修
を
通
じ
て

子
ど
も
た
ち
の
発
達
と
心
理
、

心
情
を
把
握
す
る
方
法
と
効

果
的
な
指
導
の
あ
り
方
な
ど

を
身
に
付
け
て
い
く
。

答問答

一
般
質
問

　
　

本
議
会
の
終
了
後
、
組

織
体
制
を
図
り
、
優
先
度
の

高
い
も
の
か
ら
対
応
す
る
。

　
　

第
三
セ
ク
タ
ー
が
与
え

る
財
政
リ
ス
ク
の
把
握
に
は
、

セ
グ
メ
ン
ト
（
事
業
・
部
門

別
）
会
計
に
よ
る
指
導
・
監

督
・
要
請
が
必
要
で
は
。

　
　

公
共
・
非
公
共
の
部
門

別
で
の
経
営
把
握
は
必
要
。

相
手
方
と
協
議
し
、
株
主
と

し
て
指
導
・
監
督
を
行
う
。

答問答
　
　

サ
ギ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど

有
害
鳥
獣
は
増
加
の
一
途
だ

が
、
本
市
は
人
口
減
少
に
歯

止
め
が
か
か
ら
な
い
。
原
因

と
対
策
は
。

　
　

自
然
減
の
圧
力
が
大
き

な
原
因
。
ま
た
、
若
者
や
子

育
て
世
代
の
流
出
、
そ
れ
が

出
生
数
を
下
げ
人
口
減
に
つ

問答

中林　 孝

人
口
増
に
向
け
た

取
り
組
み
は

な
が
る
。
人
づ
く
り
や
働
き

場
所
の
確
保
、
子
育
て
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
、
住
宅
環

境
の
整
備
が
必
要
だ
。

　
　

土
地
開
発
公
社
の
分
譲

宅
地
の
在
庫
が
ゼ
ロ
、
工
業

団
地
の
在
庫
も
ゼ
ロ
、
こ
れ

で
定
住
促
進
が
で
き
る
か
。

　
　

宅
地
は
木
次
町
そ
ら
や

ま
団
地
と
大
東
町
新
庄
団
地

を
、
企
業
団
地
は
神
原
企
業

団
地
を
造
成
中
。
市
と
公
社

が
一
体
と
な
っ
て
施
策
展
開

を
進
め
る
。

　
　

食
の
幸
と
サ
ッ
カ
ー
の

２
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
人
口

増
に
寄
与
す
る
事
業
か
。

　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
農
家

所
得
の
向
上
と
ス
ポ
ー
ツ
振

興
が
目
的
。
目
的
を
果
た
せ

ば
人
口
増
に
も
つ
な
が
る
。

　
　

立
地
適
正
化
計
画
策
定

を
ど
う
進
め
る
か
。

　
　

中
核
拠
点
ゾ
ー
ン
に
病

院
や
商
業
施
設
を
誘
導
し
中

心
市
街
地
を
示
す
。
各
地
域

が
連
携
し
豊
か
に
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
計
画
と
し
た
い
。

問答問答問答

６月定例会
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輸
入
木
材
が
品
薄
と
な

り
、
建
築
業
界
に
影
響
が
出

て
い
る
が
、
地
元
の
山
に
は

昭
和
に
植
樹
し
た
杉
や
檜
が

伐
期
を
む
か
え
、
建
築
用
材

の
宝
庫
と
な
っ
て
い
る
。
長

期
的
ス
パ
ン
で
供
給
で
き
る

仕
組
み
を
構
築
す
べ
き
で
は
。

　
　

現
況
は
合
板
と
チ
ッ
プ

材
供
給
が
主
で
あ
り
単
価
が

低
い
。
中
長
期
的
に
供
給
で

き
る
仕
組
み
作
り
に
取
り
組

む
。

　
　

山
林
は
防
災
、
国
土
保

全
と
い
う
社
会
基
盤
と
直
結

し
て
い
る
上
、
市
面
積
の
約

８
割
を
占
め
、
植
物
・
動

物
・
水
と
い
っ
た
貴
重
な
資

源
の
源
で
あ
る
。
特
に
大
き

な
可
能
性
を
秘
め
る
林
業
は
、

田
園
回
帰
が
叫
ば
れ
る
今
こ

そ
力
を
注
ぐ
べ
き
で
は
。

　
　

山
林
に
囲
ま
れ
た
本
市

問答問答

松林 孝之

今
こ
そ
山
林
を

資
源
化
す
べ
き
時
で
は

の
発
展
に
は
林
業
推
進
は
必

要
不
可
欠
で
あ
る
。
県
や
国

と
連
携
し
、
よ
り
一
層
力
を

入
れ
て
取
り
組
む
。

　
　

飲
食
店
だ
け
の
支
援
で

は
経
済
活
動
の
好
循
環
に
は

繋
が
ら
な
い
。
出
控
え
解
消

策
と
し
て
準
公
共
交
通
で
あ

る
タ
ク
シ
ー
の
深
夜
人
件
費

補
助
施
策
を
考
慮
し
て
は
。

　
　

夜
間
の
飲
食
店
の
利
用

促
進
に
対
し
、
タ
ク
シ
ー
利

用
の
環
境
は
重
要
と
認
識
し

て
い
る
。
事
業
者
へ
の
調
査

を
行
い
対
応
策
を
検
討
す
る
。

問答
　
　

以
前
、
押
し
ボ
タ
ン
式

信
号
機
の
危
険
性
を
質
し
た
。

先
日
、
同
じ
信
号
機
で
危
険

な
事
案
が
発
生
し
た
。
前
回

の
質
問
後
、
き
ち
ん
と
対
応

さ
れ
た
の
か
。

問

　
　

地
域
の
道
路
事
情
を
見

る
と
、
行
き
止
ま
り
道
路
で

も
市
道
に
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
、
逆
に
市
道
以
上
と
思
え

る
と
こ
ろ
で
も
木
戸
道
（
私

道
）
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

問

矢壁 正弘

白築 俊幸

通
学
路
の

交
通
安
全
対
策
は

木
戸
道
の

除
雪
に
支
援
を

　
　

県
で
路
面
標
示
、
区
画

線
の
施
工
が
行
わ
れ
、
警
察

で
は
赤
色
灯
が
設
置
さ
れ
た
。

今
年
度
も
路
面
標
識
な
ど
対

策
工
事
が
行
わ
れ
る
予
定
。

　
　

化
石
燃
料
を
使
用
し
た

発
電
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
切
り
替
え
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
長
時
間
に

わ
た
り
停
電
し
た
際
の
対
応

は
。

　
　

高
圧
発
電
機
車
の
出
動

に
よ
る
代
替
送
電
の
要
請
を

行
い
市
民
生
活
へ
の
影
響
を

少
な
く
す
る
。

　
　

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
に
よ

る
市
内
発
注
工
事
や
製
材
業

者
等
へ
の
影
響
は
。

　
　

一
部
の
木
材
に
価
格
上

昇
は
あ
る
が
、
現
時
点
で
製

材
業
者
や
市
発
注
工
事
へ
の

影
響
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
今

後
注
視
し
て
い
く
。

　
　

各
分
野
で
ド
ロ
ー
ン
が

活
躍
し
て
い
る
。
買
物
難
民

が
多
い
中
山
間
地
域
で
は
配

送
サ
ー
ビ
ス
に
適
し
て
い
る

と
思
う
が
検
討
し
て
み
て
は
。

　
　

美
郷
町
で
の
実
証
実
験

に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。
物

流
業
界
の
動
き
を
見
な
が
ら

答問答問答問答

可
能
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。可能性を秘めたドローン

が
あ
る
。
市
道
は
除
雪
し
て

貰
え
る
が
木
戸
道
は
個
人
対

応
で
あ
る
。
こ
と
除
雪
に
関

し
て
は
、
住
民
生
活
を
守
る

と
い
う
福
祉
の
観
点
か
ら
、

木
戸
道
を
市
が
除
雪
し
な
い

と
言
う
の
は
合
理
的
で
は
な

い
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　

自
力
で
除
雪
が
困
難
と

認
め
ら
れ
る
世
帯
は
、
高
齢

者
世
帯
等
住
宅
緊
急
除
雪
費

補
助
制
度
を
活
用
願
い
た
い
。

市
道
の
認
定
は
、
基
準
に
照

ら
し
、
旧
町
か
ら
の
引
き
継

ぎ
も
加
味
し
認
定
し
て
お
り
、

木
戸
道
と
は
違
う
。

　
　

そ
の
制
度
は
、
年
２
回

ま
で
で
あ
り
、
申
請
方
法
等

も
日
々
の
除
雪
に
と
っ
て
は
、

大
ご
と
過
ぎ
る
。
除
雪
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
制
度
が
あ
る
が
、

市
道
や
歩
道
が
対
象
で
あ
る
。

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
を

改
正
し
、
木
戸
道
も
対
象
に

す
れ
ば
、
一
定
の
解
決
が
図

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

あ
く
ま
で
木
戸
道
は
個

人
の
道
路
で
あ
る
。
市
道
除

雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
を
改

正
し
、
経
費
算
定
の
対
象
と

す
る
予
定
は
な
い
。

答問答
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大
人
に
代
わ
り
、
病
気

や
障
が
い
の
あ
る
家
族
の
介

護
や
幼
い
き
ょ
う
だ
い
の
世

話
を
す
る
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
18
歳
未

満
の
子
ど
も
の
支
援
に
向
け

て
雲
南
市
は
ど
の
よ
う
に
対

応
を
さ
れ
る
の
か
。

　
　

状
況
把
握
す
る
た
め
に

丁
寧
な
取
り
組
み
が
必
要
。

直
接
、
児
童
生
徒
や
そ
の
家

族
と
接
す
る
教
職
員
や
保
育

士
、
介
護
事
業
所
の
職
員
な

ど
に
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

存
在
を
周
知
し
、
子
ど
も
た

ち
と
向
き
合
っ
て
早
期
発
見

や
実
態
把
握
に
努
め
、
国
・

県
の
取
り
組
み
と
整
合
性
を

持
っ
た
対
応
を
検
討
す
る
。

　
　

地
域
自
主
組
織
へ
の
財

政
的
支
援
と
若
い
世
代
が
参

加
で
き
る
よ
う
、
ど
う
対
応

し
て
い
る
の
か
。

問答問

　
　

雲
南
市
人
材
育
成
基
本

方
針
の
中
に
目
指
す
べ
き
職

員
像
が
あ
り
、「
笑
顔
あ
り

親
切
丁
寧
で
迅
速
な
応
対
が

で
き
る
職
員
」
と
あ
る
。
接

遇
・
対
応
に
つ
い
て
色
々
耳

に
入
っ
て
く
る
。
目
指
す
べ

き
職
員
像
は
今
も
共
有
し
、

目
標
と
し
て
い
る
の
か
。

　
　

職
員
の
接
遇
に
つ
い
て

は
、
お
も
て
な
し
の
心
を

持
っ
て
実
践
す
る
こ
と
を
掲

げ
、
様
々
な
観
点
か
ら
接
遇

研
修
や
専
門
機
関
に
お
け
る

研
修
な
ど
に
参
加
さ
せ
、
接

遇
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る

よ
う
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。

　

し
か
し
、
不
快
な
対
応
が

あ
る
と
の
こ
と
で
、
大
変
申

し
訳
な
く
思
っ
て
い
る
。

　

職
員
一
人
ひ
と
り
が
市
民

の
皆
様
の
気
持
ち
に
な
っ
て

対
応
す
る
の
が
基
本
。
信
頼

問答

上代 純子

多賀 法華

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

支
援
策
は

目
指
す
べ
き

職
員
像
に
つ
い
て

　
　

市
長
は
施
政
方
針
で

「
行
政
組
織
の
見
直
し
」
を

検
討
す
る
と
表
明
さ
れ
た
。

地
域
自
主
組
織
の
事
業
・
活

動
の
検
討
も
含
ま
れ
て
い
る

の
か
問
う
。

　
　

行
政
組
織
の
見
直
し
の

問答

足立 昭二

行
政
組
織
の
見
直
し

ポ
イ
ン
ト
は

　
　

本
年
度
、
交
付
金
制
度

を
見
直
す
時
期
。
財
源
確
保

が
で
き
る
か
幅
広
い
視
点
で

検
討
す
る
。

　

若
者
や
女
性
の
参
加
が
今

後
重
要
。
き
っ
か
け
づ
く
り

と
し
て
地
域
経
営
カ
レ
ッ
ジ
、

地
域
円
卓
会
議
を
開
催
。
今

後
も
力
を
入
れ
て
い
く
。

他
の
質
問

・
思
い
や
り
駐
車
場
に
つ
い

て
。

・
高
齢
者
の
食
育
の
推
進
に

つ
い
て
。　

答

地域の円卓会議の模様

さ
れ
る
職
場
、
親
し
ま
れ
る

職
員
を
目
指
す
。

　

民
間
企
業
の
皆
様
に
対
し

て
も
、
市
民
の
皆
様
と
同
じ

よ
う
に
接
す
る
こ
と
が
基
本

で
あ
る
。
一
人
の
職
員
の
態

度
、
言
葉
か
ら
組
織
全
体
が

信
頼
を
失
う
こ
と
に
な
る
。

　

平
成
20
年
に
基
本
方
針
を

作
成
し
た
が
、
時
間
の
経
過

と
と
も
に
意
識
が
希
薄
に

な
っ
て
い
る
と
思
う
。
職
員

と
い
ま
一
度
話
し
合
い
、
実

践
し
て
い
き
た
い
。

ポ
イ
ン
ト
は
、
市
民
に
寄
り

添
い
、
市
民
と
共
に
考
え
行

動
で
き
る
現
場
の
対
応
力
を

ど
う
し
て
い
く
か
だ
。
地
域

自
主
組
織
と
市
の
関
わ
り
方
、

支
援
の
仕
方
、
役
割
分
担
も

含
め
大
き
な
視
点
で
行
政
組

織
、
地
域
自
主
組
織
の
在
り

方
を
見
て
い
く
姿
勢
が
必
要

だ
。

　
　

今
後
、
総
合
セ
ン
タ
ー

の
組
織
体
制
の
拡
充
・
強
化

や
地
域
自
主
組
織
の
在
り
方

に
つ
い
て
地
域
自
主
組
織
と

相
談
を
し
て
い
く
の
か
問
う
。

　
　

総
合
セ
ン
タ
ー
に
行
っ

た
時
に
、「
こ
こ
で
は
分
か

ら
ん
か
ら
本
庁
に
、
担
当
部

局
へ
」
と
い
う
よ
う
な
形
で
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
満
足
い
た

だ
け
る
水
準
で
あ
っ
た
か
考

え
る
部
分
だ
。
人
数
を
い

じ
っ
た
方
が
い
い
の
か
、
そ

れ
と
も
も
っ
と
い
い
や
り
方

が
あ
る
の
か
を
含
め
て
検
討

が
必
要
だ
。
当
然
、
地
域
自

主
組
織
へ
の
支
援
、
繋
が
り

方
と
い
っ
た
点
は
今
回
の
見

直
し
の
検
討
に
含
ま
れ
て
く

る
。

問答
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農
業
が
抱
え
る
問
題
と

し
て
、
人
手
不
足
が
叫
ば
れ

て
い
る
が
、
不
足
し
て
い
る

人
数
等
の
実
態
を
把
握
し
て

い
る
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う

な
農
業
経
営
を
目
指
す
の
か
。

　
　

具
体
的
な
不
足
数
等
の

実
態
は
把
握
し
て
い
な
い
。

実
態
把
握
に
努
め
る
と
共
に

支
援
策
を
検
討
す
る
。
ま
た

水
稲
主
体
の
経
営
か
ら
園
芸

振
興
等
に
よ
る
経
営
強
化
に

向
け
指
導
、
助
言
等
行
う
。

　
　

計
画
策
定
か
ら
50
年
が

経
過
し
、
住
宅
を
建
築
し
た

い
皆
さ
ん
の
障
害
と
な
っ
て

い
る
農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
を
見
直
す
考
え
は
な
い
か
。

　
　

市
全
体
の
農
業
振
興
に

関
わ
る
情
勢
や
方
針
、
大
幅

に
見
直
す
大
き
な
経
済
事
情

の
変
化
は
な
く
、
見
直
す
考

え
は
な
い
。

問答問答

　
　

移
住
定
住
の
さ
ら
な
る

推
進
策
は
。

　
　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
強
化
し
、
市

の
魅
力
を
発
信
。
オ
ン
ラ
イ

ン
を
活
用
し
た
移
住
相
談
や

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
。

問答

鶴原 能也

梶谷 佳平

も
っ
と
農
業
の

現
状・実
態
把
握
を

市
長
の
施
政
方
針
の

具
体
的
内
容
と
は

　
　

市
役
所
本
庁
舎
で
ク
ラ

ス
タ
ー
が
発
生
し
市
民
生
活

に
多
大
な
迷
惑
を
掛
け
た
が
、

感
染
防
止
、
信
頼
回
復
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

ま
た
、
学
校
の
先
生
等
は
早

期
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
必
要

と
考
え
る
が
。

　
　

飛
沫
防
止
板
の
改
善
、

換
気
、
小
ま
め
な
消
毒
等
の

取
り
組
み
を
徹
底
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
感
染
防
止
、
信
頼

回
復
を
図
る
。
教
員
等
の
優

先
接
種
は
早
急
に
決
定
し
た

い
。

問答
　
　

市
長
は
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
振
興
の
充
実
を
表
明
さ
れ

た
。
所
信
表
明
で
は
特
に
学

校
の
充
実
を
述
べ
ら
れ
予
算

化
も
さ
れ
た
が
、
同
時
に
地

域
で
の
充
実
を
ど
う
図
っ
て

問

細田 　実

地
域
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
を
ど
う
図
る
か

い
く
か
。

　
　

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
は
そ

れ
ぞ
れ
目
標
の
実
現
を
め
ざ

し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
地
域

と
の
関
係
を
作
っ
て
い
く
こ

と
が
で
き
、
雲
南
市
の
ま
ち

づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
。

　

地
域
の
活
動
支
援
に
つ
い

て
今
後
支
援
の
方
法
を
示
す
。

答

移
住
希
望
者
を
ス
カ
ウ
ト
す

る
サ
イ
ト
（
ス
マ
ウ
ト
）
を

活
用
し
た
市
内
求
人
企
業
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
。
都
市
圏
企

業
誘
致
の
た
め
、
空
き
事
務

所
の
情
報
提
供
に
取
り
組
む
。

　
　

企
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ

の
具
体
的
支
援
と
は
。

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｅ
Ｃ
サ

イ
ト
構
築
・
通
販
や
そ
の
予

約
シ
ス
テ
ム
等
の
Ｉ
Ｔ
ツ
ー

ル
導
入
補
助
。
Ｉ
Ｔ
セ
ミ

ナ
ー
や
専
門
家
派
遣
を
思
考

中
。

　
　

地
域
自
主
組
織
は
、
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

上
で
大
変
重
要
な
基
盤
と
あ

る
が
、
市
の
取
り
組
み
は
。

　
　

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

と
し
て
の
公
助
が
有
り
、
そ

の
前
に
市
民
や
地
域
自
主
組

織
の
自
助
・
共
助
が
有
る
が
、

公
助
の
取
り
組
み
は
多
岐
に

わ
た
る
。
市
民
の
皆
様
と
対

話
を
通
じ
策
を
見
出
し
た
い
。

　
　

地
域
自
主
組
織
は
、
若

者
不
足
で
責
任
あ
る
仕
事
の

割
に
給
与
が
低
い
。
市
の
取

り
組
み
は
。

　
　

若
い
人
の
参
加
は
重
要
。

今
期
、
交
付
金
を
見
直
す
。

問答問答問答

　
　

文
化
団
体
は
コ
ロ
ナ
禍

で
公
演
の
機
会
も
な
く
な
り
、

衣
装
、
用
具
等
の
費
用
維
持

も
大
変
な
状
況
が
考
え
ら
れ

る
。
活
動
維
持
へ
の
対
策
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　

伝
統
文
化
を
継
承
す
る

問答

た
め
に
、
衣
装
や
用
具
に
係

る
経
費
が
負
担
と
な
っ
て
い

る
状
況
も
承
知
し
て
い
る
。

文
化
協
会
へ
の
補
助
金
支
出
、

ま
た
、
様
々
な
助
成
制
度
を

紹
介
し
た
り
し
て
地
域
の
伝

統
文
化
の
継
承
・
発
展
を
支

援
し
て
い
き
た
い
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
、
市
政
懇
談

会
に
オ
ン
ラ
イ
ン
を
導
入
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

検
討
を
進
め
る
が
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
や
発
言
し
や
す

い
環
境
設
定
な
ど
若
干
検
討

時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。

問答

雲南唯一の第３種陸上競技場（大東町）
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消
防
団
員
確
保
に
お
い

て
、
待
遇
改
善
を
考
え
て
い

る
か
伺
う
。

　
　

国
に
お
い
て
、
消
防
団

員
の
処
遇
に
関
す
る
検
討
会

が
設
置
さ
れ
、
消
防
庁
長
官

か
ら
団
員
報
酬
等
の
基
準
の

策
定
等
に
関
わ
る
通
知
が

あ
っ
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、

消
防
団
と
協
議
し
な
が
ら
対

策
を
考
え
て
い
く
。

　
　

団
員
の
負
担
軽
減
の
面

で
、
消
防
操
法
大
会
に
向
け

た
訓
練
の
あ
り
方
を
見
直
す

の
か
伺
う
。

　
　

大
会
に
向
け
た
訓
練
が

団
員
や
家
族
の
大
き
な
負
担

に
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
大

会
へ
の
取
り
組
み
方
針
、
訓

練
の
あ
り
方
を
雲
南
市
消
防

団
訓
練
検
討
委
員
会
で
検
討

す
る
予
定
で
あ
り
、
団
員
の

過
度
な
負
担
に
な
ら
な
い
訓

問答問答

　
　

今
年
度
策
定
さ
れ
る

「
立
地
適
性
化
計
画
」
と
は
。

問

安田 栄太

児玉 幸久

消
防
団
の

処
遇
改
善
を

特
色
あ
る
立
地
適

性
化
計
画
策
定
を

練
方
法
を
検
討
す
る
。

し
続
け
ら
れ
る
、
雲
南
市
ら

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
の
計
画
と
し
て
い
く
。

　
　

我
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に

多
様
な
背
景
や
事
情
の
な
か

で
個
別
の
問
題
を
抱
え
な
が

ら
生
活
し
て
い
る
。
そ
ん
な

中
、
多
岐
に
わ
た
る
悩
み
の

ポ
イ
ン
ト
に
耳
を
傾
け
、
薬

の
代
わ
り
に
地
域
と
の
つ
な

が
り
が
生
ま
れ
る
よ
う
な
社

会
活
動
を
紹
介
す
る
こ
と
で

解
決
に
導
く
の
が
社
会
的
処

方
で
あ
る
。
社
会
的
処
方
が

地
域
の
活
動
、
組
織
の
連
携

を
促
し
、
地
域
共
生
社
会
の

実
現
に
も
つ
な
が
る
と
考
え

る
が
、
市
長
の
見
解
を
問
う
。

　
　

社
会
的
処
方
と
は
、
医

療
的
な
処
方
の
み
な
ら
ず
、

医
師
が
関
与
し
な
が
ら
、
地

問答

宇都宮 晃

社
会
的
処
方
に
よ
る

日
常
生
活
の
改
善

域
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
症

状
の
改
善
や
予
防
に
つ
な
げ

た
り
す
る
取
り
組
み
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
こ
の
取

り
組
み
は
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
に
含
ま
れ
る
取
り

組
み
で
あ
り
、
重
要
な
視
点

と
考
え
る
。

　

現
在
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
向
け
、
医

療
・
介
護
の
連
携
、
支
え
あ

い
の
地
域
づ
く
り
な
ど
を
進

め
て
い
る
。
例
え
ば
、
掛
合

町
で
は
多
職
種
連
携
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
の
形
で
、
診
療

所
の
医
師
が
介
護
職
員
、
社

会
福
祉
協
議
会
、
行
政
な
ど

と
意
見
交
換
を
通
じ
、
課
題

解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を

始
め
て
い
る
。

　
　

消
防
団
の
車
両
の
ほ
と

ん
ど
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
車
だ
が
、

オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
車
に
更
新

し
て
い
く
の
か
伺
う
。

　
　

消
防
団
と
の
協
議
を
踏

ま
え
て
、
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク

車
の
導
入
を
進
め
る
。
23
年

か
ら
24
年
程
度
の
期
間
が
必

要
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

問答

　
　

雲
南
市
の
都
市
計
画
区

域
を
中
心
と
し
た
中
核
拠
点

ゾ
ー
ン
に
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
生
活
利
便
施
設
を
誘

導
し
て
い
く
か
を
示
し
て
い

く
計
画
で
あ
る
。

　
　

計
画
の
中
で
設
定
さ

れ
る
「
居
住
誘
導
区
域
」
は
、

何
を
目
的
に
設
定
さ
れ
る
の
か
。

　
　

利
便
性
を
求
め
て
市
外

に
転
出
さ
れ
る
方
や
転
入
者

の
受
け
皿
と
な
る
地
域
と
し

て
設
定
す
る
。

　
　

何
で
も
か
ん
で
も
盛
り

込
ん
だ
総
花
的
な
計
画
で
な

く
、
各
誘
導
区
域
が
ど
の
よ

う
な
区
域
に
な
る
か
が
イ

メ
ー
ジ
で
き
る
計
画
と
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
ど
う
い
っ

た
特
徴
を
も
っ
た
計
画
と
す

る
の
か
。

　
　

雲
南
市
は
、
地
域
自
主

組
織
を
中
心
と
し
た
地
域
活

動
を
重
視
し
、
様
々
な
施
策

を
展
開
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
お
け
る
課
題
は

様
々
で
優
先
度
も
違
う
こ
と

か
ら
、
抱
え
る
課
題
を
踏
ま

え
て
誘
導
区
域
の
方
向
性
を

設
定
し
て
い
く
。
各
地
域
が

連
携
し
な
が
ら
豊
か
に
暮
ら

答問答問答

掛合診療所

オートマチック仕様の
新型消防自動車
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経
済
格
差
が
広
が
る
中
、

「
生
理
の
貧
困
」
と
い
う
言

葉
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
雇

用
状
況
が
悪
化
し
、
生
活
必

需
品
で
あ
る
生
理
用
品
を
購

入
で
き
ず
、
交
換
回
数
を
減

ら
し
た
り
、
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
で
代
用
し
た
り
す

る
な
ど
の
実
態
が
マ
ス
コ
ミ

や
ネ
ッ
ト
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
。
デ
リ
ケ
ー
ト
な

問
題
で
あ
り
、
声
に
は
な
り

づ
ら
い
が
、
母
性
保
護
の
観

点
か
ら
も
市
と
し
て
支
援
す

べ
き
だ
。
具
体
的
に
は
小
・

中
学
校
の
女
子
ト
イ
レ
に
生

理
用
品
を
設
置
す
べ
き
だ
。

　
　

生
理
用
品
の
ト
イ
レ
へ

の
常
設
に
つ
い
て
は
、
管
理

衛
生
上
の
問
題
も
あ
り
学
校

か
ら
の
要
望
は
現
在
の
と
こ

ろ
な
い
。

問答

　
　

小
・
中
学
校
の
特
別
支

援
学
級
と
出
雲
養
護
学
校
雲

南
分
教
室
、
温
泉
キ
ャ
ン
パ

ス
及
び
市
内
で
特
別
支
援
教

育
に
関
わ
る
「
み
か
た
麹
杜

（
き
っ
と
）
高
等
学
院
／
明

蓬
館
高
校
の
島
根
・
雲
南
学

習
セ
ン
タ
ー
」
の
広
域
通
信

問

上代 和美

中村 辰眞

「
生
理
の
貧
困
」

対
策
を

小
中
高
の
特
別
支
援

教
育
の
連
携
を

　
　

生
理
は
特
別
な
こ
と
で

は
な
い
。
子
供
を
産
み
育
む

性
と
し
て
当
然
の
生
理
現
象
。

ト
イ
レ
に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
設
置
は
当
た
り
前
の
よ

う
に
、
ト
イ
レ
に
生
理
用
品

が
置
か
れ
、
安
心
し
て
使
え

る
社
会
に
し
て
い
く
べ
き
だ
。

母
性
保
護
は
社
会
全
体
の
役

割
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

母
性
保
護
は
社
会
全
体

の
役
割
で
あ
る
こ
と
に
賛
同

す
る
。

問答

目
の
な
い
支
援
体
制
の
構
築

を
掲
げ
て
い
る
。
市
と
し
て

も
、
県
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
踏
ま

え
、
地
域
の
皆
様
と
の
連
携

を
さ
ら
に
密
に
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
よ
り
充
実
し
た
特
別

支
援
教
育
、
さ
ら
に
は
共
生

社
会
の
実
現
に
資
す
る
教
育

施
策
の
展
開
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

市
長
は
、
人
口
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
、
人
口
増
加

へ
の
転
換
を
目
指
す
と
明
言

さ
れ
た
。
目
標
と
す
る
人
口
、

出
生
数
、
合
計
特
殊
出
生
率
、

社
会
増
を
明
ら
か
に
し
、
実

現
へ
の
施
策
と
道
筋
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　

国
勢
調
査
の
結
果
を
踏

ま
え
、
今
年
度
中
に
数
値
目

標
を
検
討
す
る
。

問答

周藤 正志

人
口
減
少
に
歯
止
め

は
か
か
る
の
か

　
　

い
つ
に
な
っ
た
ら
歯
止

め
が
か
か
り
、
増
加
に
転
ず

る
の
か
。

　
　

現
時
点
で
は
、
何
年
後

か
は
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
　

県
の
島
根
創
生
計
画
で

は
、
２
０
３
５
年
に
合
計
特

殊
出
生
率
２
．
０
７
を
め
ざ

し
て
い
る
が
、
そ
れ
と
同
じ

考
え
か
。

　
　

２
．
０
７
を
確
保
で
き

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

県
の
令
和
元
年
度
の
合

計
特
殊
出
生
率
は
、
目
標
の

１
．
７
８
に
対
し
１
．
６
９

だ
っ
た
。
２
．
０
７
に
で
き

る
根
拠
は
な
く
、
た
だ
の
希

望
に
す
ぎ
な
い
。
人
口
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
増
加
に
転

ず
る
と
い
う
公
約
は
、
実
現

で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　

政
治
家
と
し
て
、
希
望

を
示
し
続
け
る
べ
き
だ
と
考

え
て
お
り
、
実
現
で
き
な
け

れ
ば
、
そ
の
時
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

問答問答問答

制
教
育
な
ど
と
連
携
を
取
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
す
ば
ら

し
い
特
別
支
援
教
育
が
可
能

と
考
え
る
。
多
様
化
と
言
わ

れ
る
時
代
に
お
い
て
、
小
・

中
学
校
と
高
校
と
の
特
別
支

援
教
育
の
中
に
線
引
き
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
が
、
相
互
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
が
で
き
な
い
か

見
解
を
伺
う
。

　
　

県
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答

本年初めての卒業式を迎えた
高等学院明蓬館高校島根・雲南学習センター
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新型コロナウイルス感染症対策に関し医療提供・感染予防体制の整備及び
ワクチン接種の円滑な実施を求める意見書

　新型コロナウイルス感染症の流行は、百年に一度の国難とも言うべき状況であり、未だ収束の見込
みには至っていない。 
　そのような中、希望ともいえるワクチン接種が全国で進みつつある。しかし、進捗状況には、自治
体間において差が出てきている。その要因の一つとして、ワクチンの供給量とその時期が明確でない
事があげられる。
　人口10万人あたりの医師数は、全国平均259人と比較すると、雲南圏域は152人と低く、医師数は極
めて不足している。雲南市と同様に医師数が不足している自治体においては、国が求める７月末まで
に高齢者接種を完了することは難しく、市民からも不満の声が上がっている。
　住民の命と健康を守り、安心した生活や地域経済を取り戻すためには、国・県・市町村が総力をあ
げてその対策に取り組む必要がある。
　ついては、下記のとおり要望する。 

記
１．医療提供・感染予防体制の整備について 

（１）新型コロナウイルス感染症に係る必要な施設や医療体制の整備、物資の確保への支援を行う
とともに、感染症患者受入れの有無に関わらず患者の減少に伴う医療機関の収益減少に対する
補償について、十分な財政措置を講じること。 

（２）保健所は、感染症対策を始めとした公衆衛生の要であることから、今後も人員体制を含め
て、十分な機能確保を行うこと。 

（３）新型コロナウイルス感染症患者等入院受入医療機関や地域外来検査センターへの体制強化に
対する更なる支援を行うこと。 

（４）感染への不安を抱えながら医療の提供に従事する者に対して、再度、従事者慰労金の支給実
施を国に対して求めること。 

（５）公立病院の経営安定に向けた支援を拡充すること。 
２．ワクチン接種の円滑な実施について 

（１）市町村が行うワクチン接種実施が円滑に行えるよう、その体制確保や接種に係る経費につい
てすべて賄えるよう十分な予算措置を行うこと。 

（２）ワクチン接種に係る医療人材の確保について、全国的な打ち手不足解消に向けた取組を早期
に行うこと。

（３）ワクチン配分が各市町村の実情に応じ確実に行われ、早期に情報提供されること。
（４）今後の64歳以下の接種に向けて、各自治体が接種計画を立て準備していく必要があるため、

早期にワクチン供給量を確保しスケジュールを示すこと。
　以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。
　令和３年６月２４日

島根県雲南市議会
提出先
　衆議院議長　参議院議長
　内閣総理大臣　総務大臣　財務大臣　厚生労働大臣　　　　　　　　　　　　　　
　新型コロナウイルス感染症ワクチン接種推進担当大臣
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　９月定例会の請願・陳情は９月２日17時までに、議会事務局
へ直接提出して下さい。
　上記の受付期間を過ぎた請願・陳情は、12月定例会での審
査となります。

請願・陳情の提出について

インターネット
配信トップ画面市議会インターネット配信について

　雲南市議会では、令和３年７月から雲南夢ネットで放送した録画映像をインターネット配
信します。
　配信する映像は、定例会の一般質問のみです。

【視聴方法】
◦雲南市議会のホームページに入って、映像アーカイブをクリックしてください。
◦視聴は、議会名・議員名・キーワードで検索することができます。
◦市議会広報の一般質問ページ等にＱＲコードを掲載していますので、そちらから視聴して
いただくこともできます。

【注意事項】
◦映像配信（映像および音声）は、雲南市議会の公式記録ではありません。公式記録は議会
会議録をご覧ください。
◦雲南市議会ホームページで公開しているすべての情報について、複製・改変・配布は法律
で禁止されています。

　「市議会だより雲南」 第 62 号 において誤った
表記がございました。つきましては、下記のよ
うに訂正させていただくとともに、深くお詫び
申し上げます。

記
訂正箇所：「市議会だより雲南」 
　　　　　第 62 号 ６ページ
訂正内容：議会の委任による専決処分の報告事

項３件について、採決は必要なく行
なっていなかったにも関わらず、採
決結果等を記載しておりました。

「市議会だより雲南」 
第 62 号 についてのお詫び

unnangikai.net 検 索


